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Q2

Q1 「折戸1組の総質量」制限を超えた場合は、どうなりますか？

「戸厚」制限以下の薄い折戸に使用する
と、どうなりますか？

Q＆A折戸金具に関する
対応範囲について

Q3 カタログでは、多くの機種で折戸1組の
幅が900㎜以下と記載されていますが、
どのような理由があるのですか？

Q4 折戸の高さに制限はありますか？

A2

A1

レール

持
ち

出
し

45
0m

m 
以

下

使用条件にある折戸1組の総質量を2、3kgオーバーした程度では折戸の開閉
操作で支障を感じる事はありません。
しかし、10kgオーバーともなると、戸の開閉操作が重くなるなどの違いを感じ
るようになってしまいます。
いずれの場合も、戸を吊り込んだ途端に金具が壊れてしまうという現象は発生
しません。しかし、使用条件にある総質量からオーバーする質量が大きくなれば
なるほど、操作性が悪くなり、金具の劣化が早く進み、寿命が短くなるという現
象がおこります。
各システムの使用条件は、金具を長く安心してご使用していただけるように設
定されていますので、お守りください。

戸厚の制限は、取付ける金具自体の寸法・取付ね
じの寸法などの条件から設定されています。
そのため、戸厚が使用条件よりも薄い折戸に金具
を取付けようとした場合、金具の取付用掘込み加
工後の板厚残り代が少なくなり、その部分が反っ
たり割れたりしてしまうことがあります。
また、丁番の取付ねじも短いものに変える必要が
あるかもしれません。
その場合、取付ねじが短くなった事で丁番を固定
する力が弱くなってしまうことがあります。

特殊な例を除いては、カタログに記載されている
使用条件の範囲内で、ご使用ください。

A3 折戸の幅が広すぎると戸を折った時（戸を開けた
時）にレールからの持ち出しが大きくなり、スムー
ズな開閉操作ができなくなります。また、金具の
劣化が著しくなってくる限界点が1枚あたりの幅
が450mm付近であることが分かっています。そ
のため、使用条件を折戸1枚450mm以下、すな
わち1組で900mm以下としています。

A4 使用条件に戸の高さ制限の記載がないシステム
は、特に制限はありません。
しかし、使用条件の戸幅・戸厚・総質量の制限を考
慮すると、高さは必然的に1800～2300mm位
に限定されてきます。
また、フリーオープンタイプの場合、折戸の高さ
が高くなりすぎると、相対的に取手の位置が低く
なり、折ったままの状態で戸を動かすときに、折戸
が傾き、操作性が悪くなることがあります。

金具の選択について

HR-11
上下ピボット受け

HD-14
上部ピボット

HD-13
下部ピボット

キャッチ

キャッチ受け

A1Q1 開口部が1200mmあるため、折戸1枚
の幅が450mmを超えてしまいます。こ
のような場合に使える折戸金具はありま
すか？

折戸1組で納めたい場合は、重量SDシステム（356ページ）を使用してください。
また、折戸1組と開き戸1枚の組み合わせが使用可能な場合は、「HRシステム 
軸吊りハンガー式　折戸＋開き戸」（313ページ）か「HDシステムの 折戸＋開き
戸」（337ページ）を使用してください。

A2Q2

A C

B

b b́

A＝B＝C、およびｂ＝ｂ́で
ないと動きません。

折戸2組を連結して使用することができ
ますか？

使用できません。
2組の折戸を連結して使用した場合、2組の折戸が同時に同角度で折れなが
ら開閉する必要がありますが、そのようにはならないため、使用できません。

A3Q3 HDシステムガイドランナーの吊り車
HD-22を2個使い、吊元無しのフリー
オープンタイプとして使えますか？

使用できません。
HD-22は吊元固定タイプ専用のガイド部材です。補助的に戸の荷重を受け
る吊り車ですので、無理に使用すると、車がスムーズに走行しない、上下調
整ボルトが緩んできて戸が傾く、などのトラブルの原因となりますので、絶
対に使用しないでください。
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